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昭
和
六
十
年
、
黒
川
利
雄
博
士
監
修
の
『
よ
く
わ

か
る
脳
死
・
臓
器
移
植
一
門
一
答
』
（
合
同
出
版
）

に
こ
の
問
題
に
つ
い
て
執
筆
し
た
こ
と
が
あ
る
。
脳

死
臨
調
の
中
間
意
見
を
読
ん
で
も
、
私
の
見
解
は
変

わ
ら
な
い
の
で
、
多
少
加
筆
し
た
う
え
で
、
そ
の
ま

ま
こ
こ
に
再
録
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
九
一
・
九
・
一
）

　
第
■
義
的
な
関
心
事
で
は
な
い

　
仏
教
は
生
の
意
味
、
死
の
意
味
を
教
え
る
宗
教
で

あ
っ
て
、
生
と
死
の
境
目
が
厳
密
に
ど
こ
で
あ
る
か

を
論
ず
る
教
え
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
決
定
す

る
の
は
医
師
の
役
目
で
あ
っ
て
、
仏
教
の
目
標
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
脳
死
か
心
臓
死
か
と
い
う
議
論
は
、佐伯　真光師

③

少
な
く
と
も
仏
教
の
第
一
義
的
な
関
心
事
と
は
い
え

な
い
と
思
い
ま
す
。

　
往
生
は
脳
死
か
心
臓
死
か

　
も
ち
ろ
ん
、
仏
教
は
生
命
の
尊
厳
（
不
殺
生
）
を

強
調
す
る
宗
教
で
す
。
死
の
判
定
を
下
す
に
あ
た
っ

て
、
医
師
た
ち
が
こ
の
点
に
慎
重
な
配
慮
を
払
う
べ

き
な
の
は
当
然
で
す
。
臨
終
に
あ
た
り
信
仰
心
を
失

う
こ
と
な
く
、
平
静
に
死
を
迎
え
る
こ
と
（
臨
終
正

念
、
臨
終
正
定
）
が
仏
教
徒
の
死
に
方
の
理
想
で
し

た
。
脳
死
の
場
合
、
す
で
に
意
識
が
不
可
逆
的
に
失

わ
れ
て
い
る
と
し
た
ら
、
仏
教
的
に
は
そ
の
人
の
こ

の
世
の
生
は
終
わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
私
個
人
と
し
て
は
、
そ
れ
が
浄
土
教
で
い
う
往
生

の
瞬
間
に
あ
た
る
と
考
え
ま
す
が
、
こ
う
し
た
問
題

に
つ
い
て
従
来
の
仏
教
関
係
者
の
議
論
は
、
専
門
外

の
医
学
や
生
理
学
の
分
野
に
深
入
り
し
て
い
く
だ
け

で
、
肝
心
の
仏
教
教
学
的
な
解
明
を
怠
っ
て
い
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
極
楽
往
生
の
瞬
間
は
脳

死
の
時
点
な
の
か
、
心
臓
死
の
時
点
な
の
か
、
浄
土

教
関
係
の
学
者
か
ら
お
教
え
頂
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
社
会
意
識
は
変
化
す
る

　
キ
リ
ス
ト
教
国
で
は
、
麻
酔
の
人
体
へ
の
応
用
は

宗
教
的
理
由
か
ら
抵
抗
を
受
け
て
き
ま
し
た
。
神
が

苦
痛
と
い
う
も
の
を
与
え
た
以
上
、
そ
れ
を
回
避
す

る
の
は
神
の
意
思
に
反
す
る
、
と
い
う
の
で
す
。
多

年
に
わ
た
る
根
強
い
麻
酔
反
対
運
動
を
沈
黙
さ
せ
た

の
は
J
・
Y
・
シ
ン
プ
ソ
ン
博
士
で
し
た
。
一
入
四

二
年
、
博
士
は
旧
約
聖
書
創
世
記
（
二
の
二
一
）
を

引
用
し
て
、
こ
う
い
い
ま
し
た
。
「
神
は
ア
ダ
ム
を

深
く
眠
ち
せ
、
眠
っ
て
い
る
と
き
に
あ
ば
ら
骨
を
と

っ
て
イ
ブ
を
造
っ
た
、
と
記
さ
れ
て
い
る
。
最
初
に

麻
酔
手
術
を
行
っ
た
の
は
神
で
あ
る
」
（
フ
レ
ッ
チ

ャ
ー
『
医
療
と
人
間
』
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト

　
こ
の
挿
話
か
ら
二
つ
の
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
第
　
　
一

一
は
二
〇
世
紀
に
は
す
べ
て
の
宗
教
に
よ
っ
て
許
容

さ
れ
て
い
る
麻
酔
術
が
、
た
っ
た
百
年
ほ
ど
前
ま
で

は
信
仰
上
の
理
由
で
反
対
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
す
。

社
会
の
慣
習
と
人
び
と
の
意
識
は
徐
々
に
変
化
し
て

い
ま
す
。
二
一
世
紀
に
は
、
脳
死
、
心
臓
死
以
外
の

方
法
で
死
の
判
定
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
第
二
に
は
医
学
の
進
歩
と
宗
教
教
義
の
相
剋
が
起

こ
る
の
は
、
ほ
と
ん
ど
剛
構
造
の
教
義
を
も
っ
た
一

神
教
諸
宗
教
の
場
合
に
限
ら
れ
る
こ
と
で
す
（
た
と

え
ば
今
で
も
輸
血
を
拒
否
す
る
宗
教
が
あ
り
ま
す
）
。

こ
う
し
た
摩
擦
が
東
洋
で
は
あ
ま
り
起
こ
ち
な
い
の
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は
、
東
洋
の
宗
教
の
倫
理
観
が
希
薄
な
た
め
で
は
な

く
、
宗
教
が
柔
構
造
だ
か
ら
で
す
。

　
ω
ぴ
⊆
o
並
。
コ
　
Φ
け
三
〇
ω
的
な
解
決
を

　
と
く
に
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
、
仏
教
倫
理
で
は

動
機
論
が
常
に
主
流
を
占
め
て
き
た
と
い
う
点
で
す
。

さ
ら
に
、
戒
律
制
定
の
由
来
を
考
え
る
と
、
「
随
感

随
制
」
と
い
う
言
葉
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
仏

教
の
戒
律
は
事
例
主
義
、
状
況
倫
理
的
で
し
た
。
絶

対
不
変
の
倫
理
基
準
を
立
て
て
、
原
理
、
原
則
で
す

べ
て
を
割
り
切
る
こ
と
は
し
ま
せ
ん
。
仏
教
徒
の
倫

理
的
決
断
を
支
え
る
の
は
、
融
通
性
の
な
い
教
義
や

経
典
の
言
葉
で
は
な
く
、
無
差
別
平
等
の
愛
に
基
づ

く
動
機
－
慈
と
悲
と
い
う
大
乗
仏
教
の
精
神
1
だ
と

思
い
ま
す
。

　
本
会
主
催
の
第
九
回
囲
碁
大
会
（
後
援
・
仏
教
タ

イ
ム
ス
社
）
が
、
去
る
入
月
二
十
二
、
二
十
三
の
両

日
に
わ
た
り
、
高
野
山
金
剛
峯
寺
で
開
催
さ
れ
た
。

　
今
回
の
大
会
は
高
野
山
真
言
宗
の
ご
好
意
に
よ
り
、

か
つ
て
名
人
戦
対
局
が
行
わ
れ
た
と
い
う
金
剛
心
心

奥
殿
を
会
場
に
、
本
会
加
盟
宗
派
・
団
体
か
ら
約
四

十
名
の
僧
侶
棋
士
が
参
加
。
霊
山
な
ら
で
は
の
森
閑

た
る
静
寂
さ
と
は
対
象
的
に
、
そ
の
中
で
は
二
日
間

に
わ
た
り
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　
第
一
日
目
は
午
後
一
時
か
ら
開
会
式
、
白
川
理
事

長
、
竹
内
崇
峯
金
剛
霊
寺
座
主
の
挨
拶
に
つ
づ
き
、

来
馬
規
雄
実
行
委
貝
長
の
ル
ー
ル
説
明
の
後
、
参
加

者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
千
行
に
応
じ
て
四
ク
ラ
ス
に
分
れ
、

対
局
が
は
じ
ま
っ
た
。

　
競
技
は
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
、
午
後
五
時
半
ま
で

一
人
が
三
局
の
対
局
を
行
っ
た
。
ま
た
、
対
局
待
ち

の
人
の
た
め
に
、
日
本
棋
院
関
西
総
本
部
の
仲
邑
真

也
二
段
、
北
野
亮
初
段
が
指
導
碁
を
行
っ
た
。

　
そ
の
後
、
懇
親
会
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
囲
碁
を

通
し
て
、
宗
派
を
越
え
た
親
睦
を
は
か
っ
た
。

　
翌
日
は
、
午
前
九
時
か
ら
決
勝
戦
。
A
ク
ラ
ス
（
五

段
以
上
）
は
例
年
の
ご
と
く
、
十
六
名
の
強
豪
が
ひ

し
め
く
激
戦
区
。
そ
の
中
か
ら
勝
ち
残
っ
た
、
森
秀

春
師
（
真
宗
高
田
派
）
と
川
島
宏
之
師
（
高
野
山
真

言
宗
・
本
会
総
務
部
長
）
が
決
勝
対
局
。
森
師
が
本

大
会
参
加
二
回
目
に
し
て
、
み
ご
と
優
勝
し
た
。

　
競
技
の
結
果
は
次
の
通
り
。
（
敬
称
略
）

A
ク
ラ
ス
（
五
段
以
上
）

優
勝
森
　
秀
春
（
真
宗
高
田
派
）

準
優
勝
　
川
島
　
宏
之
（
高
野
山
真
言
宗
）

B
ク
ラ
ス
（
三
・
四
段
）

優
　
勝
　
藤
井
　
映
月
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）

準
優
勝
　
平
田
　
永
朝

C
ク
ラ
ス
（
初
・
二
段
）

優
　
勝
　
藤
実
　
無
極
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）

準
優
勝
　
室
殿
　
　
彊
（
真
宗
大
谷
派
）

D
ク
ラ
ス
（
一
級
以
下
）

優
　
勝
　
高
倉
　
淳
心
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）

準
優
勝
　
今
井
　
慶
信
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）

　
午
前
十
一
時
か
ら
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
各
ク
ラ
ス

優
勝
、
準
優
勝
者
に
は
、
白
川
理
事
長
か
ら
全
仏
カ

ッ
プ
並
び
に
楯
と
、
新
居
祐
政
高
野
山
真
言
宗
宗
務

総
長
か
ら
記
念
品
が
そ
れ
ぞ
れ
に
授
与
さ
れ
た
。
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第
十
三
回曹

「
業
・
栴
陀
羅
問
題
」

洞
宗
の
と

曹
洞
宗
人
権
擁
護
推
進
本
部
事
務
局
長

　
去
る
入
月
七
日
午
後
一
時
か
ら
、
真
宗
大
谷
派
宗

務
所
会
議
室
で
、
第
十
三
回
「
業
・
栴
陀
羅
問
題
」

に
関
す
る
研
究
会
が
開
催
さ
れ
、
曹
洞
宗
人
権
擁
護

推
進
本
部
事
務
局
長
・
伊
東
俊
彦
師
は
、
「
曹
洞
宗

の
と
り
く
み
状
況
」
を
、
要
旨
以
下
の
よ
う
に
発
表

し
た
。

　
　
　
※
　
　
　
　
※
　
　
　
　
※

　
曹
洞
宗
人
権
擁
護
推
進
本
部
は
、
昭
和
五
十
七
年

四
月
置
発
足
し
た
。
現
在
、
本
部
長
に
は
宗
務
総
長

が
、
本
部
次
長
に
は
伝
道
部
長
が
、
ま
だ
参
与
に
は

両
大
本
山
の
参
議
及
び
伝
道
部
長
以
外
の
内
局
部
長

が
就
任
し
て
い
る
。
事
務
は
、
事
務
局
長
及
び
九
人

の
職
員
が
担
当
し
て
い
る
。

　
人
権
擁
護
推
進
本
部
の
、
業
務
の
現
況
並
び
に
懸伊東　俊彦師

研
究
会
り
く
み
状
況

　
　
　
　
　
伊
　
東
　
俊
　
彦

案
事
項
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
①
「
差
別
戒
名
」
調
査
の
推
進

　
昭
和
五
十
七
年
に
、
宗
派
所
属
の
全
寺
院
を
対
象

に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
、
そ
の
結
果
を
元
に
、

約
一
年
半
か
け
て
、
全
国
五
百
数
十
ヵ
寺
を
現
地
調

査
し
た
。
調
査
の
結
果
、
百
四
十
三
ヵ
寺
に
再
調
査

　
（
第
二
次
調
査
）
が
必
要
だ
と
い
う
結
論
と
な
り
、

現
在
実
施
中
で
あ
る
。

　
②
「
差
別
戒
名
」
改
正
及
び
過
去
帳
書
き
換
え
の

指
導
推
進

　
③
「
差
別
戒
名
」
墓
石
の
改
正
指
導
推
進

　
④
身
元
調
査
拒
否
の
徹
底
と
過
去
帳
管
理
の
指
導

　
⑤
「
差
別
図
書
」
の
完
全
回
収
に
向
け
て
の
推
進

　
⑥
『
正
法
眼
蔵
』
等
テ
キ
ス
ト
研
究

　
⑦
『
曹
洞
宗
全
書
』
の
点
検
推
進

　
曹
洞
宗
に
は
、
「
同
和
」
審
議
会
が
設
置
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
宗
議
会
議
員
八
人
、
学
識
経
験
者
二

人
の
委
員
及
び
、
内
局
・
参
議
十
人
の
参
与
か
ら
構

成
さ
れ
て
お
り
、
二
つ
の
専
門
部
会
を
持
っ
て
い
る
。

第
一
専
門
部
会
が
六
人
の
委
員
で
、
⑥
の
『
正
法
眼

蔵
』
等
テ
キ
ス
ト
研
究
に
、
第
二
専
門
部
会
が
、
四

人
の
委
員
と
二
人
の
実
務
員
で
『
曹
洞
宗
全
書
』
の

点
検
作
業
を
行
っ
て
い
る
。

　
⑧
人
権
擁
護
・
反
差
別
の
立
場
に
た
っ
た
書
籍
、

文
書
、
言
説
に
よ
る
出
版
、
教
化
の
徹
底
化

　
⑨
人
権
学
習
、
研
修
会
実
施
の
推
進

　
管
区
・
教
化
セ
ン
タ
ー
、
宗
務
所
、
教
区
、
各
種

集
会
、
そ
の
他
可
能
な
限
り
の
機
会
に
行
っ
て
い
る
。

　
⑩
両
大
本
山
、
僧
堂
、
宗
務
庁
連
係
の
も
と
に
教

学
・
人
権
問
題
に
取
り
組
む
組
織
づ
く
り
の
推
進

　
⑪
部
落
解
放
同
盟
に
提
出
す
る
報
告
書
作
成

　
⑫
曹
洞
宗
宗
制
、
海
外
開
教
伝
道
史
の
差
別
事
象

の
点
検
と
各
部
と
の
連
係
推
進

　
⑬
両
大
本
山
に
お
け
る
「
差
別
戒
名
」
物
故
者
追

善
法
要
の
実
施

　
⑭
全
日
本
仏
教
会
「
同
和
」
委
員
会
へ
の
協
力

　
⑮
「
同
和
問
題
」
に
と
り
く
む
宗
教
教
団
連
帯
会

議
と
連
係
し
て
の
運
動
推
進

　
現
在
曹
洞
宗
は
、
副
議
長
教
団
を
担
当
し
て
お
り
、

本
部
次
長
が
副
議
長
に
就
任
し
て
い
る
。

　
⑯
「
部
落
解
放
基
本
法
」
制
定
に
向
け
て
の
運
動

推
進
　
⑰
「
人
権
白
書
」
の
作
成

　
差
別
戒
名
等
の
調
査
が
終
わ
っ
た
時
点
で
、
作
る

予
定
で
あ
る
。
（
懸
案
事
項
）

　
⑱
庁
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
り
組
み
の
推
進

　
「
師
家
養
成
所
講
師
等
差
別
発
言
事
件
」
な
ど
、

過
去
五
年
間
に
提
起
さ
れ
た
入
つ
の
課
題
に
関
し
て
、

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
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脳
死
臨
調
「
中
間
意
見
」
の
問
題
点
①

脳
死
臨
調
委
員

　
去
る
入
月
二
十
九
日
午
後
二
時
か
ら
、
東
京
都
千

代
田
区
の
霞
山
会
館
会
議
室
で
、
宗
教
法
制
研
究
会

（
代
表
世
話
人
・
善
家
幸
敏
愛
知
学
院
大
学
教
授
）
が

定
例
の
研
究
会
を
開
催
し
た
。
テ
ー
マ
は
『
脳
死
臨

調
「
中
間
意
見
」
の
問
題
点
』
で
、
脳
死
臨
調
委
員

の
原
秀
男
（
天
台
宗
顧
問
弁
護
士
）
、
同
参
与
の
光

石
忠
敬
（
昭
和
大
学
講
師
・
弁
護
士
）
の
両
氏
が
、

報
告
を
行
っ
た
。
こ
の
問
題
は
、
仏
教
界
に
と
っ
て

も
、
大
変
重
要
だ
と
思
わ
れ
る
の
で
、
叫
号
と
次
号

に
分
け
て
、
そ
の
内
容
を
ご
紹
介
し
た
い
。

　
以
下
は
、
原
氏
の
発
表
要
旨
で
あ
る
。

　
脳
死
臨
調
の
「
中
間
意
見
」
に
つ
い
て
申
し
上
げ

る
前
に
、
私
が
見
た
「
脳
死
」
に
つ
い
て
話
し
た
い
。

秀　男氏原

　
　
　
　
　
　
原
　
　
秀
　
男

　
脳
死
臨
調
の
委
員
に
な
り
、
東
京
の
千
駄
木
に
あ

る
日
本
医
科
大
学
附
属
病
院
救
急
セ
ン
タ
ー
で
、
医

師
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
、
脳
死
状
態
に
な
っ
た
患

者
に
会
う
機
会
を
得
た
。

　
ベ
ッ
ド
の
脇
に
行
っ
て
見
る
と
、
患
者
は
寝
て
い

た
。
死
相
は
見
ら
れ
ず
、
輸
血
の
せ
い
か
顔
色
は
良

い
よ
う
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
私
達
が
葬
儀
の
時

に
会
う
死
ん
だ
人
の
顔
と
全
然
違
っ
て
い
た
。
手
を

握
れ
ば
温
か
く
、
人
口
呼
吸
器
に
よ
り
胸
が
動
き
、

呼
吸
を
し
て
い
た
。

　
そ
し
て
私
は
あ
る
外
科
医
師
に
「
あ
の
状
態
の
脳

死
患
者
か
ら
臓
器
を
摘
出
す
る
と
仮
定
し
た
場
合
、

麻
酔
を
し
ま
す
か
」
と
聞
く
と
、
「
多
分
し
な
い
で

し
ょ
う
」
、
「
そ
う
す
る
と
、
そ
の
時
に
患
者
は
ど
う

い
う
顔
を
し
ま
す
か
」
、
「
多
分
顔
を
し
か
め
る
で
し

ょ
う
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
看
護
婦
は
そ
の
集
中
治
療
室
で
、
脳
死
患

者
に
声
を
か
げ
な
が
ら
看
護
し
て
い
る
。
け
っ
し
て

脳
死
患
者
を
死
体
と
し
て
、
扱
っ
て
い
な
い
状
況
を

見
た
の
で
あ
る
。

　
脳
死
は
「
人
の
死
」
だ
と
い
う
医
学
的
説
明
と
し

て
、
脳
波
が
平
ら
に
な
る
と
い
う
事
が
い
わ
れ
る
が
、

そ
れ
で
死
ん
だ
と
い
う
事
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ

の
点
が
、
脳
死
臨
調
に
お
け
る
多
数
意
見
と
小
数
意

見
の
食
い
違
い
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
脳
死
臨
調
の
「
中
間
意
見
」
に
つ
い

て
、
私
の
所
見
を
述
べ
て
い
き
た
い
。

1
、
問
題
の
所
在
と
本
調
査
会
に
与
え
た
れ
た
課
題

　
ω
問
題
の
所
在

　
こ
こ
で
は
、
脳
死
と
臓
器
移
植
の
歴
史
が
述
べ
ら

れ
て
い
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
異
論
は
な
い
。

　
②
本
調
査
会
に
与
え
ら
れ
た
課
題

　
脳
死
は
「
人
の
死
」
か
と
い
う
問
題
と
、
臓
器
移

植
の
問
題
は
本
来
別
個
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
事
が
、
　
卜

何
度
も
繰
り
返
し
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
両
　
　
一

昔
は
表
裏
の
問
題
で
あ
る
と
私
は
思
う
。

　
脳
死
臨
調
の
議
論
は
、
脳
死
は
「
人
の
死
」
か
と

い
う
問
題
を
後
回
し
に
し
た
な
ら
ば
、
全
委
員
と
参

与
は
脳
死
状
態
か
ら
の
臓
器
移
植
は
反
対
で
き
な
い

と
い
う
事
な
の
で
あ
る
。

　
医
療
手
段
と
し
て
定
着
し
て
い
る
と
い
う
事
を
声

高
に
い
う
委
員
も
お
り
、
反
対
を
唱
え
る
人
は
一
人

も
い
な
い
。
意
見
が
一
致
し
た
と
こ
ろ
が
ら
話
を
進

め
る
べ
き
で
あ
り
、
脳
死
は
「
人
の
死
」
か
と
い
う

対
立
す
る
問
題
か
ら
始
め
れ
ば
、
対
立
は
ま
す
ま
す

大
き
く
な
り
、
良
い
結
論
は
出
な
い
と
思
う
。

2
、
脳
死
・
臓
器
移
植
問
題
を
考
え
る
に
当
た
っ
て
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の
基
本
的
視
点

　
ω
先
端
医
療
と
社
会
の
調
和
　
　
　
　
　
　
　
・

　
こ
の
点
は
、
い
ま
申
し
上
げ
た
と
こ
ろ
が
私
と
し

て
は
残
念
で
あ
る
と
い
う
事
で
、
そ
の
他
の
点
に
つ

い
て
は
異
論
は
な
い
。

　
②
人
間
性
に
富
む
医
療
、
医
の
倫
理
に
基
づ
い
た

問
題
の
解
決
と
医
学
会
の
責
任

　
こ
の
点
は
、
医
の
倫
理
の
確
立
を
踏
ま
え
、
反
対

で
き
な
い
建
前
論
が
並
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
医
療

の
不
信
の
原
因
、
理
由
、
改
善
策
と
い
っ
た
具
体
的

な
指
摘
は
避
け
ら
れ
て
い
る
。

　
㈹
脳
死
と
臓
器
移
植

　
こ
こ
で
は
、

　
　
本
調
査
会
が
臓
器
移
植
推
進
を
目
標
と
し
て
脳

　
死
が
「
人
の
死
」
と
認
め
ち
れ
る
か
否
か
を
議
論

　
し
て
き
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。

と
再
度
こ
と
わ
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
我
々
は
何
の

た
め
に
議
論
を
し
て
来
た
の
か
に
つ
い
て
の
答
え
に

な
ら
ず
、
私
と
し
て
は
不
満
で
あ
る
。

3
、
脳
死
と
医
学
的
に
見
た
「
人
の
死
」

　
ω
「
人
の
死
」
を
ど
う
考
え
る
か

　
脳
死
臨
調
に
お
い
て
、
基
本
的
に
多
数
意
見
と
小

数
意
見
が
違
っ
て
し
ま
っ
た
原
因
は
こ
こ
に
あ
る
。

　
　
死
を
表
現
す
る
最
も
普
通
の
言
葉
と
し
て
「
息

　
を
引
き
取
る
」
が
使
わ
れ
る
ご
と
く
、
こ
れ
ら
の

　
中
で
も
特
に
重
要
と
思
わ
れ
る
呼
吸
停
止
は
、
近

　
年
、
人
工
呼
吸
器
の
登
場
に
よ
っ
て
人
為
的
に
呼

　
吸
運
動
の
維
持
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に

　
伴
い
、
必
ず
し
も
死
の
時
点
で
確
認
で
き
な
く
な

　
っ
て
し
ま
っ
た

　
と
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
違
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。

　
　
人
工
呼
吸
器
を
付
け
た
ま
ま
、
一
見
呼
吸
を
し

　
な
が
ら
臨
終
を
迎
え
る
患
者
が
少
な
か
ら
ず
存
在

　
す
る
か
ら
で
あ
る

　
と
も
う
こ
こ
で
脳
死
患
者
は
死
ん
で
し
ま
っ
た
と

い
う
事
が
当
然
の
前
提
と
し
て
、
医
学
的
、
生
物
学

的
に
論
ぜ
ら
れ
始
め
て
い
る
。

　
少
な
く
と
も
、
私
自
身
は
自
分
の
力
で
呼
吸
し
て

い
る
と
は
思
っ
て
い
な
い
。
神
の
力
、
仏
の
力
、
宇

宙
の
力
に
よ
っ
て
呼
吸
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る

と
思
っ
て
い
る
。
私
自
身
の
腹
の
底
に
あ
る
、
こ
の

生
か
さ
れ
て
い
る
と
い
う
感
覚
が
、
私
自
身
を
納
得

さ
せ
な
い
原
因
な
の
で
あ
ろ
う
。

　
②
医
学
的
に
見
た
「
人
の
死
」
と
は

　
生
も
死
も
連
続
で
あ
っ
て
、
経
過
で
あ
る
と
い
わ

れ
る
。
し
か
し
、
私
は
生
と
死
の
境
目
が
あ
る
と
思

う
の
で
あ
る
。
生
と
死
の
間
に
「
α
期
」
と
い
う
も

の
を
考
え
、
こ
の
「
α
期
」
と
し
て
脳
死
状
態
を
と

ら
え
た
民
法
学
者
が
い
た
が
、
現
在
は
そ
の
考
え
を

凍
結
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。

　
「
中
間
意
見
」
は
こ
こ
で
、
従
前
の
伝
統
的
な
三

徴
候
に
よ
る
死
と
い
う
も
の
は
不
安
定
で
あ
り
、
脳

死
と
い
う
も
の
は
安
定
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
論

を
展
開
す
る
が
、
私
は
こ
の
点
を
理
解
で
き
な
い
。

4
、
脳
死
判
定
の
方
法

　
こ
こ
で
は
、
い
わ
ゆ
る
「
竹
内
基
準
」
に
つ
い
て

取
り
上
げ
て
い
る
。

　
竹
内
氏
は
、
こ
の
基
準
は
あ
く
ま
で
も
脳
死
と
い

う
状
態
の
判
定
を
行
う
際
の
基
準
で
あ
り
、
「
人
の

死
」
を
判
定
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
脳
死
臨
調
は
「
竹
内
基
準
」
を
そ
の
ま
ま

医
学
的
な
「
人
の
死
」
の
判
定
基
準
と
し
て
良
い
と

し
て
い
る
。
そ
し
て
脳
血
流
測
定
等
の
検
査
は
慎
重

を
き
す
る
た
め
に
必
要
と
考
え
る
が
、
そ
れ
ら
の
検

査
は
誤
解
を
生
ず
る
危
険
性
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

5
、
脳
死
を
社
会
的
・
法
的
に
「
人
の
死
」
と
し
て

よ
い
の
か
。

　
ω
医
学
的
に
見
た
「
人
の
死
」
と
い
わ
ゆ
る
社
会

的
・
法
的
な
「
人
の
死
」

　
「
人
の
死
」
と
い
う
事
に
つ
い
て
、
概
説
が
行
わ

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
医
学
界
が
考
え
た
事
を
社
会
が

受
け
入
れ
る
か
、
そ
し
て
翻
っ
て
医
学
が
社
会
を
指

導
す
る
と
い
う
考
え
方
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
②
脳
死
を
め
ぐ
る
国
民
感
情
と
社
会
的
合
意

　
こ
こ
で
は
脳
死
が
社
会
的
に
「
人
の
死
」
と
し
て
、

必
ず
し
も
全
面
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
理
由

が
六
項
目
に
わ
た
っ
て
上
げ
ち
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
コ

メ
ン
ト
さ
れ
て
い
る
。

　
第
一
は
、
脳
死
状
態
に
な
っ
て
も
ま
だ
心
臓
が
動

き
、
体
温
も
暖
か
い
身
体
を
死
ん
で
い
る
と
は
実
感

一6一
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で
き
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は

　
　
脳
死
患
者
を
看
取
っ
た
家
族
の
中
に
は
、
当
初

　
は
実
感
で
き
な
か
っ
た
脳
死
と
い
う
死
を
次
第
に

　
実
感
す
る
よ
う
に
な
る
者
も
少
な
く
な
い
と
指
摘

　
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
現
在
の
国
民
の
死

　
に
対
す
る
自
然
な
感
情
は
感
情
と
し
て
重
視
す
べ

　
き
で
は
あ
る
も
の
の
、
脳
死
に
関
す
る
体
験
や
知

　
識
が
蓄
積
さ
れ
る
に
つ
れ
、
こ
う
し
た
死
を
め
ぐ

　
る
国
民
の
感
情
も
か
な
り
変
化
し
う
る
も
の
と
思

　
わ
れ
る

　
と
あ
る
が
、
私
は
こ
の
考
え
は
逆
だ
と
思
う
。
す

な
わ
ち
、
家
族
に
脳
死
患
者
が
出
た
場
合
、
五
～
六

日
す
る
と
家
族
の
人
は
諦
め
る
と
い
わ
れ
る
が
、
そ

の
諦
め
が
何
を
指
す
か
が
問
題
な
の
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
家
族
は
そ
の
患
者
が
死
ん
だ
と
諦
め
る
か
、
こ

の
状
態
に
な
っ
た
ら
絶
対
に
回
復
し
な
い
と
諦
め
る

か
と
い
う
事
で
あ
る
。
し
か
し
、
医
師
の
大
部
分
は

死
ん
だ
と
諦
め
る
と
理
解
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

多
数
意
見
は
そ
の
主
旨
か
ら
楽
観
説
を
唱
え
て
い
る

の
で
あ
る
。

　
第
二
は
、
日
本
人
の
伝
統
的
な
生
死
観
の
問
題
を

説
い
て
い
る
。
宗
教
・
文
化
を
異
に
す
る
国
々
に
お

い
て
も
、
脳
死
を
「
人
の
死
」
と
考
え
る
の
に
、
日

本
人
だ
け
が
特
別
に
考
え
る
の
は
お
か
し
い
と
い
う

の
で
あ
る
。

　
第
三
は
、
脳
死
を
「
人
の
死
」
と
す
る
の
は
、
臓

器
移
植
を
目
的
に
こ
と
さ
ら
に
死
と
判
定
す
る
時
期

を
早
め
る
た
め
の
も
の
で
は
な
い
か
と
い
う
事
に
対

し
、
医
学
的
に
考
え
て
、
脳
死
を
「
人
の
死
」
と
す

る
の
は
合
理
的
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　
第
四
は
、
脳
死
を
も
っ
て
「
人
の
死
」
と
し
た
場

合
、
自
分
や
家
族
が
心
臓
死
と
脳
死
と
の
ど
ち
ら
を

死
と
し
て
判
定
さ
れ
る
の
か
と
い
う
事
で
、
法
律
上

の
問
題
等
の
不
安
が
生
じ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

事
に
対
し
、
混
乱
は
生
じ
る
が
、
事
実
脳
死
は
全
死

亡
例
の
一
％
程
度
に
す
ぎ
ず
、
心
配
は
な
い
と
し
て

い
る
。

　
第
五
は
、
医
師
の
不
信
と
脳
死
判
定
に
対
す
る
不

安
に
つ
い
て
、
判
定
は
厳
格
な
条
件
下
で
行
わ
れ
る

べ
き
で
あ
り
、
医
師
が
良
く
説
明
す
れ
ば
分
か
っ
て

も
ら
え
る
も
の
だ
と
し
て
い
る
。

　
第
六
は
、
本
人
の
意
思
に
か
か
わ
ら
ず
、
臓
器
摘

出
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
と
い
う
事
に
つ
い
て
、
「
提

供
側
の
任
意
の
意
思
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
べ
き
」

と
、
「
提
供
側
」
と
い
う
事
で
ご
ま
か
し
て
し
ま
っ

て
い
る
。
「
側
」
と
は
、
家
族
と
か
関
係
者
と
い
う

事
で
あ
る
。
本
人
と
家
族
は
違
う
は
ず
で
あ
る
。

　
そ
し
て
最
後
に
、
脳
死
が
「
人
の
死
」
で
あ
る
と

す
る
社
会
的
合
意
は
成
立
し
つ
つ
あ
る
と
の
理
解
に

立
っ
て
議
論
を
し
て
い
る
と
結
ん
で
い
る
。

　
㈹
い
わ
ゆ
る
「
死
の
自
己
決
定
」
に
つ
い
て

　
こ
こ
で
は
、
死
と
は
個
人
個
人
の
問
題
で
あ
り
、

心
臓
死
、
脳
死
の
ど
ち
ら
を
選
ぶ
か
は
、
個
人
の
選

択
に
任
せ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
事
に
つ
い
て
、
社

会
制
度
と
し
て
の
「
人
の
死
」
と
い
う
も
の
は
、
客

観
的
に
き
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
、
法

曹
界
か
ら
の
反
対
が
あ
っ
た
事
が
書
か
れ
て
い
る
。

　
㈲
い
わ
ゆ
る
違
法
性
阻
却
に
よ
る
臓
器
移
植
容
認

に
つ
い
て

　
こ
れ
は
脳
死
を
「
人
の
死
」
と
せ
ず
と
も
、
脳
死

体
か
ら
の
臓
器
移
植
が
で
き
る
途
が
開
け
れ
ば
、
問

題
の
解
決
に
つ
な
が
る
と
い
う
事
か
ら
、
緊
急
避
難

行
為
を
上
げ
た
事
に
よ
る
。

　
す
な
わ
ち
「
違
法
性
阻
却
」
、
「
責
任
阻
却
」
等
の

方
法
に
よ
っ
て
、
処
理
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
と
い

う
考
え
で
あ
る
。
こ
の
点
が
現
在
の
脳
死
臨
調
に
お

け
る
議
論
の
一
つ
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
「
中
間
意
見
」
で
は
こ
の
点
に
つ
い
て

　
　
大
方
の
委
員
の
意
見
は
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方

　
が
現
状
打
開
に
向
け
た
一
つ
の
現
実
的
な
解
決
策

　
で
あ
る
こ
と
は
認
め
つ
つ
も
、
こ
れ
を
認
め
る
こ

　
と
に
つ
い
て
は
躊
躇
を
か
ん
じ
ざ
る
を
え
な
い
。

　
と
、
直
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
が
こ
れ
か
ら
の

重
大
な
問
題
に
な
っ
て
来
る
だ
ろ
う
。

　
最
後
に
黒
氏
は
、
脳
死
が
「
人
の
死
」
で
あ
る
か

否
か
と
い
う
事
か
ら
、
臓
器
移
植
の
問
題
と
し
て
、

そ
れ
が
本
人
の
同
意
で
良
い
の
か
、
そ
れ
と
も
遺
族

の
同
意
で
良
い
の
か
と
い
う
事
が
、
今
後
の
脳
死
臨

調
に
お
け
る
問
題
と
な
っ
て
来
る
だ
ろ
う
と
、
話
を

結
ば
れ
た
。
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過
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商
　
　
　
　
　
　
　
藻
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藻

　
事
務
担
当
者
連
絡
委
員
会
が
、
八
月
二
十
入
日
午

後
三
時
か
ら
、
京
都
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ

た
。　
本
委
員
会
は
、
常
務
理
事
を
選
出
し
て
い
る
十
宗

派
よ
り
推
薦
さ
れ
た
各
委
員
で
構
成
さ
れ
、
各
宗
派

宗
務
当
局
と
本
会
事
務
総
局
と
の
事
務
的
な
連
絡
を

円
滑
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　
委
員
会
は
、
、
石
上
事
務
総
長
の
挨
拶
に
つ
づ
き
、

各
委
員
、
事
務
総
局
職
貝
の
自
己
紹
介
、
事
務
総
局

各
部
か
ら
現
況
報
告
が
あ
り
、
次
い
で
左
記
の
協
議

事
項
の
審
議
に
入
っ
た
。

1
。
文
化
庁
よ
り
依
頼
の
『
宗
務
時
報
』
へ
の
寄
稿

開かれた連絡委員会

654320　 0　 0　 0　 0

　
な
お
、

渡
辺
宗
孝

願
寺
派
）
、

（
浄
土
宗
）
、

野
山
真
言
宗
）
、

志
井
圓
定

派
）
、

ミ（
?
｢
務
｛
局
量
録
一
至
ミ

　
　
　
一
九
月
1

の
件
自
由
民
主
党
と
の
勉
強
会
の
件

本
会
参
与
の
件

次
年
度
負
担
金
の
件

ル
ン
ビ
ニ
ー
園
復
興
事
業
推
進
の
件

湾
岸
戦
争
難
民
・
被
災
民
救
援
募
金
の
件

　
　
本
委
員
会
の
委
員
は
次
の
通
り
。

　
　
　
（
曹
洞
宗
）
、
中
山
知
見
（
浄
土
真
宗
本

　
　
梨
谷
哲
栄
（
真
宗
大
谷
派
）
、
斎
藤
信
円

　
　
　
望
月
康
史
（
日
蓮
宗
）
、
徳
富
義
明
（
高

　
　
　
　
松
山
英
照
（
臨
済
宗
妙
心
寺
派
）
、

　
　
（
天
台
宗
）
、
馬
場
修
仁
（
真
言
宗
智
山

中
正
宣
（
真
言
宗
豊
山
派
）

一
～
七
日

　
　
四
日

　
　
九
日

＋
二
日

士
二
日

＋
七
日

＋
入
日

二
＋
六
日

二
＋
七
日

三
＋
日

ネ
パ
ー
ル
現
地
調
査

日
宗
連
理
事
会

同
和
委
員
会
・
同
和
研
究
会

法
律
相
談
室

局
内
会
議

税
務
委
員
会

本
願
寺
派
全
戦
没
者
追
悼
法
要
参
列

法
律
相
談
室

局
内
会
議

ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会

加
盟
団
体
代
表
者
同
和
研
修
会

一
九
九
二
年
版

申
込
み
受
付
け
中

　
全
日
本
仏
教
会
で
は
、
左
記
要
領
に
て
、
「
全

一
手
帳
」
を
発
行
し
ま
す
。
部
数
に
限
り
が
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
御
注
文
は
お
早
め
に
。

内
容
三
帰
依
文
、
四
弘
誓
願
、
宗
門
聖
日
、

　
　
　
　
加
盟
団
体
役
員
住
所
録
そ
の
他

サ
イ
ズ
　
9
×
1
4
㎝

定
価
七
〇
〇
円
（
送
料
実
費
）

申
込
先
　
東
京
都
港
区
芝
公
園
四
一
七
－
四

　
　
　
　
　
全
日
本
仏
教
会

　
　
　
　
　
　
　
　
「
全
仏
手
帳
係
」
係

仙
今
辱
◆
奪
◆
毒
6
も
◆
毒
◆
も
◆
毒
◆
肇
◆
も
◆
奪
◆
嘩
6
奪
◆
毒
◆
肇
◆
奪
◆
毒
◆
ψ

齢
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